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シューズサイズの不適合がジュニアにおけるキック
・方向転換動作に及ぼす影響















約 35％が回答し , さらに約 80％が脱ぎ履きの楽なシューズを
購入しているということを報告している（adidas Press Release, 
2011）。身体の発育が最大となる年齢は 13.6歳ごろであると考






















えていると考えられる（日本体育協会，2007）。 また , シュー
シューズサイズの不適合がジュニアにおけるキック・方向転換動作に及ぼす影響


















度は，± 0.0 cm条件および + 0.5 cm条件と比較して + 1.0 cm条件で大きかった。さらに，機能脚でのキック時における最大バック





































































向転換をするための床反力は , 後足部よりも前足部 , 中足部で
受け止めていると考察している（松田ほか，2018）。Bencke et 
al.（2000）は , サイドステップによる方向転換動作における支
持脚の筋活動を計測し , 腓腹筋の筋活動は , 方向転換接地前に


































カーボールは日本サッカー協会公認の 4号球（モルテン社製 , 
F4V5000-R）を使用し , 実験を通してボールの内圧は 800 hPa
に設定した。
　各課題中の動作を 1台のハイスピードカメラ（CASIO社製 , 
EX-100PRO）を用いて，120 fpsで撮影した。キック課題（方
法 3.1. および 3.2. 参照）では，いずれも対象者の軸脚側の側





合した足長に対して ± 0.0cm, + 0.5cm, + 1.0cmの 3条件とし，
シューズは adidas社製のサッカー用トレーニングシューズ



























ングスタートによる 20 mの全力走（図 3）を行わせた。図 3
のようにスタート地点から 20 m離れた地点にコーンを設置
し，対象者になるべく早いタイムで走り抜けるように教示し
た。スタート地点と 10 ｍ地点 , 20 m地点に，高さが 0.8 mと
なるように光電管（Brower Timing Systems，LLC社製）を設













































0.0cm, + 0.5cm, + 1.0cm）および区間（2水準：前半 10 m，後
半 10 m）を独立変数とする 2要因の分散分析を行った。
　方向転換走課題のタイムに対しては，シューズサイズ（3水
準：± 0.0cm, + 0.5cm, + 1.0cm），試技側（2水準：機能脚，非











が非機能脚よりも有意にボール速度が大きかった（F 1,14 = 









が認められなかった一方，有意な交互作用（F 2,28 = 3.87, p = 
0.03, ηp2 = 0.22, power = 0.65）が認められ，多重比較検定の結
果，+ 0.5 cm条件では，機能脚の方が非機能脚よりも有意に股
関節の角度が大きかった（p < 0.01）。また，最大フォロース
ルー時においては，使用側要因の主効果（F 1,14 = 13.82, p = 






















主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.58, p  = 0.57, ηp 2 = 0.04, power = 0.14）
　　　　使用側（F 1,14 = 27.40, p  < 0.01, ηp 2 = 0.66, power = 0.99）





ボールインパクト時（F 1,14 = 6.37, p = 0.02, ηp2 = 0.31, power = 
0.65）およびフォロースルー時（F 1,14 = 10.78, p = 0.01, ηp2 = 




けるシューズサイズ要因における有意な主効果（F 2,28 = 04.45, 
p = 0.02, ηp2 = 0.24, power = 0.72）が認められ，± 0.0cm条件の
方が + 1.0cm条件よりも支持脚股関節角度が有意に大きかっ
た。さらに使用側要因においても有意な主効果（F 1,14 = 5.68, p 
= 0.03, ηp2 = 0.29, power = 0.60）が認められ，非機能脚のほう
が機能脚よりも支持脚股関節角度が有意に大きかったが，有
意な交互作用は認められなかった。ボールインパクト時にお





















































主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.44, p  = 0.25, ηp 2 = 0.09, power = 0.28）
　　　　使用側（F 1,14 = 2.39, p  = 0.14, ηp 2 = 0.15, power = 0.30）
交互作用（F 2,28 = 0.31, p  = 0.73, ηp 2 = 0.02, power = 0.10）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.18, p  = 0.84, ηp 2 = 0.01, power = 0.07）
　　　　使用側（F 1,14 = 0.37, p  = 0.55, ηp 2 = 0.03, power = 0.09）
交互作用（F 2,28 = 0.92, p  = 0.41, ηp 2 = 0.06, power = 0.19）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.83, p  = 0.44, ηp 2 = 0.06, power = 0.18）
　　　　使用側（F 1,14 = 0.27, p  = 0.61, ηp 2 = 0.02, power = 0.08）
交互作用（F 2,28 = 0.98, p  = 0.39, ηp 2 = 0.07, power = 0.20）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.98, p  = 0.16, ηp 2 = 0.12, power = 0.37）
　　　　使用側（F 1,14 = 5.47, p  = 0.03, ηp 2 = 0.28, power = 0.59）
交互作用（F 2,28 = 0.94, p  = 0.40, ηp 2 = 0.06, power = 0.20）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.95, p  = 0.16, ηp 2 = 0.12, power = 0.37）
　　　　使用側（F 1,14 = 0.49, p  = 0.49, ηp 2 = 0.03, power = 0.10）
交互作用（F 2,28 = 4.01, p  = 0.03, ηp 2 = 0.22, power = 0.67）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.01, p  = 0.38, ηp 2 = 0.07, power = 0.21）
　　　　使用側（主効果）F 1,14 = 0.23, p  = 0.64, ηp 2 = 0.02, power = 0.07）
交互作用（F 2,28 = 0.74, p  = 0.48, ηp 2 = 0.05, power = 0.16）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.19, p  = 0.83, ηp 2 = 0.01, power = 0.08）
　　　　使用側（F 1,14 = 13.82, p  = 0.01, ηp 2 = 0.05, power = 0.65）
交互作用（F 2,28 = 0.08, p  = 0.92, ηp 2 = 0.01, power = 0.06）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.33, p  = 0.28, ηp 2 = 0.09, power = 0.26）
　　　　使用側（F 1,14 = 10.78, p  = 0.01, ηp 2 = 0.43, power = 0.86）
交互作用（F 2,28 = 0.03, p  = 0.97, ηp 2 ＜ 0.01, power = 0.05）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 04.45, p  = 0.02, ηp 2 = 0.24, power = 0.72）
　　　　使用側（F 1,14 = 5.68, p  = 0.03, ηp 2 = 0.29, power = 0.60）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.96, p  = 0.16, ηp  = 0.12, power = 0.37）
　　　　使用側（F 1,14 = 2.87, p  = 0.11, ηp 2 = 0.17, power = 0.35）
交互作用（F 2,28 = 0.20, p  = 0.82, ηp 2 = 0.01, power = 0.08）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.02, p  = 0.98, ηp 2 < 0.01, power = 0.05）
　　　　使用側（F 1,14 = 0.03, p  = 0.87, ηp 2 ＜ 0.01, power = 0.05）
交互作用（F 2,28 = 0.21, p  = 0.81, ηp 2 = 0.01, power = 0.08）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.45, p  = 0.25, ηp 2 = 0.09, power = 0.28）
　　　　使用側（F 1,14 = 1.01, p  = 0.33, ηp 2 = 0.07, power = 0.15）
交互作用（F 2,28 = 3.87, p  = 0.03, ηp 2 = 0.22, power = 0.65）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.52, p  = 0.60, ηp 2 = 0.04, power = 0.13）
　　　　使用側（F 1,14 = 6.37, p  = 0.02, ηp 2 = 0.31, power = 0.65）
交互作用（F 2,28 =2.12, p  = 0.14, ηp 2 = 0.13, power = 0.40）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.87, p  = 0.17, ηp 2 = 0.12, power = 0.36）
　　　　使用側（F 1,14 = 1.39, p  = 0.26, ηp 2 = 0.09, power = 0.20）
交互作用（F 2,28 = 1.02, p  = 0.37, ηp 2 = 0.07, power = 0.21）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.17,p  = 0.85, ηp 2 = 0.01, power = 0.07）
　　　　使用側（F 1,14 = 2.00, p  = 0.18, ηp 2 = 0.12, power = 0.26）
















































（F 2,28 = 4.01, p = 0.03, ηp2 = 0.22, power = 0.67）が認められ，多











脚よりも有意にスイング角速度が大きかった（F 1,14 = 11.38, p 
= 0.01, ηp2 = 0.45, power = 0.88）。
　股関節スイング角速度においては，シューズサイズ，使用
側両要因において有意なの主効果は認められなかったが，
シューズサイズと試技側の間には有意な交互作用（F 2,28 = 
3.96, p = 0.03, ηp2 = 0.22, power = 0.66）が認められ，多重比較
検定の結果，機能脚のキック動作において，+ 1.0 cm条件では 









いて，非機能脚の + 0.5cm条件（r ＝ 0.70, p < 0.01），+ 1.0cm
条件（r = 0.66, p < 0.01）で中程度の正の相関関係が認められ
た。また，ボール速度と股関節スイング角速度において，非
機能脚の ± 0.0cm条件（r ＝ 0.60, p = 0.02），+ 1.0cm条件（r ＝ 
0.53, p = 0.04）で中程度の正の相関関係が認められた。さらに，
ボール速度と膝関節スイング角度において，機能脚の + 0.5cm





– 10 m）のほうが後半（10 – 20 m）よりも有意にタイムが速





合わせに交互作用が認められ（F 1,14 = 8.98, p = 0.01, ηp2 = 0.39, 
power = 0.80），多重比較検定の結果，後半では機能脚のほう
が非機能脚より有意にタイムが短かった。シューズサイズに
よる影響は主効果（F 2,28 = 0.46, p = 0.64, ηp2 = 0.03, power = 
0.12），交互作用（シューズサイズ ×試技脚：F 2,28 = 1.78, p = 
0.19, ηp2 = 0.11, power = 0.34；シューズサイズ ×区間：F 2,28 = 
0.25, p = 0.78, ηp2 = 0.02, power = 0.09；シューズサイズ ×試技






（シューズサイズ：F 2,28 = 1.03, p = 0.37, ηp2 = 0.07, power = 
0.21；試技側：F 1,14 = 0.09, p = 0.77, ηp2 = 0.01, power = 0.07；



















主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.44, p  = 0.65, ηp 2 = 0.65, power = 0.11）
　　　　使用側（F 1,14 = 1.79, p  = 0.20, ηp 2 = 0.11, power = 0.24）
交互作用（F 2,28 = 1.25, p  = 0.30, ηp 2 = 0.08, power = 0.25）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 0.65, p  = 0.53, ηp 2 = 0.04, power = 0.15）
　　　　使用側（F 1,14 = 11.38, p  = 0.01, ηp 2 = 0.45, power = 0.88）
交互作用（F 2,28 = 0.37, p  = 0.69, ηp 2 = 0.03, power = 0.10）
主効果：シューズサイズ（F 2,28 = 1.91, p  = 0.18, ηp 2 = 0.12, power = 0.32）
　　　　使用側（F 1,14 = 0.13, p  = 0.72, ηp 2 = 0.01, power = 0.06）




互作用（シューズサイズ ×試技側：F 2,28 = 0.95, p = 0.40, ηp2 = 
0.06, power = 0.20；シューズサイズ ×区間：F 2,28 = 1.01, p = 
0.38, ηp2 = 0.07, power = 0.21；試技側 ×区間：F 1,14 = 3.97, p = 
0.07, ηp2 = 0.22, power = 0.46；シューズサイズ ×試技側 ×区間：








のインステップキック動作においては，+ 1.0 cm条件では ± 
0.0 cm条件および + 0.5 cm条件よりも有意に股関節スイング
角速度が大きいことが明らかになった。また，最大バックス





























































































































































































































: 0 – 10m

















































































脚の + 0.5 cm条件と +1.0 cm条件との間，ボール速度と股関
節角速度における非機能脚の ± 0.0 cm条件と + 1.0 cm条件と
の間，およびボール速度と膝関節スイング角度における機能


























































































インステップキック動作においては，適正サイズの + 1.0 cm
を着用させた条件では ± 0.0 cmの条件および + 0.5 cmの条件
と比較して有意に股関節スイング角速度が大きいことが明ら
かになった。また，最大バックスイング時においては，+ 1.0 
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